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原点， SN 平面を X 軸， s を通り SN 平面に直交する直線を Y軸とする XY座標で表示した。計測に際











する互いに独立した主成分を抽出し さらに varimax- rotation 法によって各主成分の具体的な意味
を検討し，顔面各部の成長量の関連を明らかにした。さらに各個人の成長変化を主成分 scoreで、表わ
し，クラスター分析法を応用し成長パターンの類型化を試みた結果，次のような結論を得た。
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